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現在、電話でのお客様からのお問い合わせは、水道局電話受付センターで行っており、水道の使用開始

や中止、使用水量や水道料金、その他水道に関する一般的なお問い合わせなどを受け付けています。

電話応対では、電話が混み合う日や時間帯があり、工事や地震などに関連した濁水や着色水が出た場合

なども混み合う可能性が高くなります。また、電話応対は委託化しており、その人員確保のリスクは外部

化していますが、今後は生産年齢の人口の減少に伴い電話受付応対者の減少も想定されることから、委託

先の品質に関するリスクも大きくなります。

基本的な応答を２４時間対応できるＡＩ応答やチャットへの誘導、チャットボットなどの技術で、その

恩恵を全水道事業体で共有できるもの

年間３６５日 ８時から２１時まで

電話受付業務における一部の基本的な応答

さ６ ＡＩを活用したお客様対応 求める技術：⑫

さいたま市


